
JP 5685953 B2 2015.3.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録媒体が載置されるトレイと、
　上記トレイが挿入される第１向きへ延びており、上記トレイが通過可能な第１搬送路と
、
　上記第１搬送路に設けられており、上記トレイを上記第１搬送路において搬送する第１
搬送ローラと、
　上記第１搬送ローラよりも上記第１向き上流側において上記第１搬送路を構成し、上記
トレイの上記第１搬送ローラへの挿入を案内するトレイガイドと、
　シートを載置可能であって、上記トレイガイドの下方に着脱自在に配置されてシートを
上記第１搬送路へ供給可能とするシート収容カセットと、を備えており、
　上記トレイガイドは、上記トレイを支持する支持面を有するベースプレートを有してお
り、
　上記ベースプレートの上記第１向き下流端は、上記第１向きと直交する第２方向の両端
部が上記第１向きへ突出された一対の支持端部を有し、且つ上記一対の支持端部の間にお
いて、上記シート収容カセットが配置される空間に上記第１搬送路を露出させる搬送装置
。
【請求項２】
　上記第１搬送路において、上記第１搬送ローラよりも上記第１向き上流側に配置された
第２搬送ローラと、
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　シートが通過可能であって、上記第１搬送ローラと上記第２搬送ローラとの間において
上記第１搬送路から分岐して下方へ延びる第２搬送路と、
　上記第２搬送路の下側のガイド面を構成しており、上記第２方向を軸として回動可能で
あって、上記第２搬送路の下側のガイド面となる第１姿勢、及び上記第２搬送路を開放し
て上記一対の支持端部間に進入した第２姿勢に姿勢変化可能なガイド部材と、を更に備え
た請求項１に記載の搬送装置。
【請求項３】
　上記ガイド部材は、上記第２搬送ローラの軸に回動可能に支持されたものである請求項
２に記載の搬送装置。
【請求項４】
　上記シート収容カセットは、上記ガイド部材の下方に装着されることにより、上記ガイ
ド部材を支持して上記第１姿勢に保持するものである請求項２または３に記載の搬送装置
。
【請求項５】
　上記トレイガイドは、上記トレイを上記第１搬送ローラへ案内可能な第１位置と、上記
第１搬送路から退避した第２位置とに移動可能であって、
　上記第１搬送ローラは、シートを搬送する第３位置と、上記第３位置から下降する第４
位置とに移動可能であって、
　上記第２搬送ローラは、シートを搬送する第５位置と、上記第５位置から下降する第６
位置とに移動可能であって、
　上記トレイガイドの上記第２位置から上記第１位置への移動と、上記第１搬送ローラの
上記第３位置から上記第４位置への移動と、上記第２搬送ローラの上記第５位置から上記
第６位置への移動と、を連動させる連動機構を更に備える請求項２から４のいずれかに記
載の搬送装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の搬送装置と、
　上記第１搬送路に設けられており、上記トレイに載置されて上記第１搬送路を搬送され
る被記録媒体に画像記録を行う記録部と、を備える画像記録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被記録媒体が載置されたトレイを搬送する搬送装置、及びこの搬送装置によ
り搬送される被記録媒体に画像を記録する画像記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＤやＤＶＤなどの記録メディアである被記録媒体が載置されたトレイを搬送装置によ
り搬送して被記録媒体に画像を記録する画像記録装置がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載された搬送装置は、トレイが通過可能な搬送路と、搬送路においてト
レイを搬送する搬送ローラと、ユーザにより搬送路へ挿入されるトレイの挿入向き下流端
を搬送ローラへ案内するトレイガイドと、を備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－３０２２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　トレイガイドによりトレイの挿入向き下流端を搬送ローラの近くまで案内すると、搬送
路においてトレイが詰まった場合にトレイガイドが邪魔になりトレイを取り除くことが難
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しくなる。トレイガイドを搬送ローラから離すと、搬送路で詰まったトレイを取り除き易
くなるが、トレイの挿入向き下流端を搬送ローラへ確実に案内できなくなり、トレイが搬
送ローラで詰まるおそれが高くなる。
【０００６】
　本発明は、前述された事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、ト
レイを搬送ローラへ確実に案内でき、且つ搬送路で詰まったトレイを容易に取り除くこと
ができる機構を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　(1)　本発明の搬送装置は、被記録媒体が載置されるトレイと、上記トレイが挿入され
る第１向きへ延びており、上記トレイが通過可能な第１搬送路と、上記第１搬送路に設け
られており、上記トレイを上記第１搬送路において搬送する第１搬送ローラと、上記第１
搬送路よりも上記第１向き上流側に配置されており、上記トレイの上記第１搬送ローラへ
の挿入を案内するトレイガイドと、を備える。上記トレイガイドは、上記トレイを支持す
る支持面を有するベースプレートを有する。上記ベースプレートの上記第１向き下流端は
、上記第１向きと直交する第２方向の両端部が上記第１向きへ突出された形状である。
【０００８】
　第１搬送ローラの第１向き上流側からユーザにより第１搬送路へ挿入されたトレイの第
１向き下流端は、ベースプレートの第１向き下流側の両端部により第１搬送ローラへ案内
される。第１搬送路においてトレイが詰まった場合は、ユーザは、ベースプレートの第１
向き下流側の両端部の間に手を入れてトレイを移動させる。つまり、ベースプレートは、
トレイの第１向き下流端を第１搬送ローラへ案内でき、且つ、詰まったトレイをユーザに
容易に取り除かせることができる。
【０００９】
　(2)　本発明の搬送装置は、上記第１搬送路において、上記第１搬送ローラよりも上記
第１向き上流側に配置された第２搬送ローラと、シートが通過可能であって、上記第１搬
送ローラと上記第２搬送ローラとの間において上記第１搬送路から分岐して下方へ延びる
第２搬送路と、上記第２搬送路の下側のガイド面を構成しており、上記第２方向を軸とし
て回動可能であって、上記第２搬送路の下側のガイド面となる第１姿勢、及び上記第２搬
送路を開放して上記ベースプレートの一対の両端部間に進入した第２姿勢に姿勢変化可能
なガイド部材と、を更に備えたであってもよい。ガイド部材が第２姿勢に姿勢変化される
ことにより第２搬送路が開放される。ユーザは、ガイド部材をベースプレートの一対の両
端部間に進入させ、手を入れる経路からガイド部材を退避させ、第２搬送路で詰まったシ
ートを取り除く。したがって、詰まったシートの除去が容易である。
【００１０】
　(3)　上記ガイド部材は、上記第２搬送ローラの軸に回動可能に支持されたものであっ
てもよい。第２搬送ローラの前後において第１搬送路や第２搬送路を開放することができ
る。
【００１１】
　(4)　シートを載置可能であって、上記ガイド部材の下方に着脱自在に配置されてシー
トを上記第１搬送路へ供給可能とするシート収容カセットを更に有し、上記シート収容カ
セットは、上記ガイド部材の下方に装着されることにより、上記ガイド部材を支持して上
記第１姿勢に保持するものであってもよい。ユーザによりシート収容カセットが取り外さ
れることにより第１搬送路及び第２搬送路が開放される。
【００１２】
　(5)　上記トレイガイドは、上記トレイを上記第１搬送ローラへ案内可能な第１位置と
、上記第１搬送路から退避した第２位置とに移動可能であって、上記第１搬送ローラは、
シートを搬送する第３位置と、上記第３位置から下降する第４位置とに移動可能であって
、上記第２搬送ローラは、シートを搬送する第５位置と、上記第５位置から下降する第６
位置とに移動可能であって、上記トレイガイドの上記第２位置から上記第１位置への移動
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と、上記第１搬送ローラの上記第３位置から上記第４位置への移動と、上記第２搬送ロー
ラの上記第５位置から上記第６位置への移動と、を連動させる連動機構を更に備えるもの
であってもよい。第１搬送ローラ及び第２搬送ローラが移動可能に設けられたことにより
、第１搬送路においてシート及びトレイを搬送することができる。また、シートが詰まっ
た場合に、第１搬送ローラ及び第２搬送ローラが下降されることにより、詰まったシート
の除去が更に容易になる。
【００１３】
　(6)　本発明は、上記搬送装置と、上記第１搬送路に設けられており、上記トレイに載
置されて上記第１搬送路を搬送される被記録媒体に画像記録を行う記録部と、を備える画
像記録装置として把握されてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明では、トレイを支持するベースプレートの両端部が上記第１向きへ突出された形
状であるから、トレイを第１搬送ローラへ確実に案内でき、且つ第１搬送路で詰まったト
レイをユーザに容易に取り除かせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態１の画像記録装置の斜視図である。
【図２】実施形態１のプリンタ部の模式的な断面図である。
【図３】実施形態１のプリンタ部の後部の斜視図である。
【図４】実施形態１の給紙カセットの斜視図である。
【図５】実施形態１のトレイの斜視図である。
【図６】実施形態１のプリンタ部の前部の斜視図である。
【図７】実施形態１の可動フラップの動作説明図である。
【図８】実施形態１のトレイの動作を説明する説明図である。
【図９】実施形態２のプリンタ部の模式的な断面図である。
【図１０】実施形態２の動作を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態１、２について説明がされる。なお、以下に説明される実施形
態１、２は本発明の一例にすぎず、本発明の要旨を変更しない範囲で実施形態１、２を適
宜変更できることは言うまでもない。以下の説明では、ベクトルにおいて矢印を考慮して
起点から終点に向かう進みが向きと表現され、ベクトルにおいて矢印を考慮せずに起点と
終点とを結ぶ線上の往来が方向と表現される。また、以下の説明では、画像記録装置１０
が使用可能に設置された状態（図１の状態）を基準として上下方向７が定義され、表示部
１３が設けられている側を前側（正面側）として前後方向８が定義され、画像記録装置１
０を前側（正面側）から見て左右方向９が定義される。
【００１７】
［実施形態１］
　画像記録装置１０は、下部のプリンタ部１１と上部のスキャナ部１２とを備えた概ね直
方体の外形を呈しており、プリント、スキャン、コピー機能を有する複合機である。なお
、スキャナ部１２は任意の構成である。
【００１８】
　プリンタ部１１の制御は不図示の制御部により行われる。制御部は、例えば基板に実装
されたマイコンなどにより実現される。制御部は、不図示の入力部やパソコンなどの外部
機器から入力された情報によりプリンタ部１１の動作を制御してシート１４（図２）や、
トレイ８０に載置された記録メディア８４（図５）に画像を記録する。シート１４は、記
録用紙、光沢紙、葉書、封書などである。記録メディア８４は、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－
ＲＯＭなどである。また、制御部は、プリンタ部１１の動作を制御してシート１４の表裏
両面に画像を記録する。シート１４は本発明のシートに相当する。記録メディア８４が本
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発明の被記録媒体に相当する。トレイ８０は本発明のトレイに相当する。
【００１９】
　シート１４は、図１に示される給紙カセット１５に収容される。給紙カセット１５は、
プリンタ部１１の前面に設けられた開口１９から前方へ引き出し可能にプリンタ部１１の
下部に収容されている。給紙カセット１５は、上部が開口する扁平な直方体状の外形を呈
している。給紙カセット１５の上部に排紙受け１８が設けられている。
【００２０】
　図２に示されるように、シート１４は、給紙カセット１５の底部１６に載置される。給
紙カセット１５の後壁１７は、底部１６の後端から後方斜め上へ向かって延びている。後
述の給送部２０により送り出されるシート１４は後壁１７に案内されて後方斜め上へ向か
う。
【００２１】
　図２に示されるように、プリンタ部１１は、給送部２０、搬送装置３０、記録部４０、
及び不図示の駆動部を備える。駆動部は、制御部により駆動制御される複数個の駆動モー
タと、この駆動モータの駆動力を給送部２０や搬送装置３０や記録部４０のキャリッジ４
１等に伝達する駆動伝達機構と、を備える。
【００２２】
［給送部２０］
　給送部２０は、フレーム２７（図３）に回転可能に支持された支軸２１、支軸２１から
後方斜め下へ向かって伸びるアーム２２、及びアーム２２に設けられた左右一対の給送ロ
ーラ２３を備える。支軸２１は、左右方向９に沿って延び、不図示の第１駆動モータによ
り回転される。アーム２２は、支軸２１に回動可能に一端が支持されており、他端におい
て給送ローラ２３を回転可能に支持している。アーム２２は、給紙カセット１５が前後方
向８へスライドされる際に給紙カセット１５に設けられた傾斜面４９（図４）に摺接する
ことにより回動され、給送ローラ２３を給紙カセット１５に収容されたシート１４に押し
付ける。給送ローラ２３は、複数個の伝達ギア２４により支軸２１の回転が伝達されるこ
とにより回転され、給紙カセット１５に収容されたシート１４を後方へ送り出す。後方へ
送り出されたシート１４は搬送装置３０により搬送される。
【００２３】
［搬送装置３０］
　図２に示されるように、搬送装置３０は、シート１４を挟んで搬送する第１搬送ローラ
対５０、第２搬送ローラ対５４及びスイッチバックローラ対５８と、シート１４が通過す
る空間である第１搬送路３１及び第２搬送路３２と、を備える。第１搬送路３１及び第２
搬送路３２は、プラテン３８や複数個のガイド部材３３や後述の可動フラップ１００によ
り区画された空間である。
【００２４】
　第１搬送路３１は、シート１４が湾曲されて第１搬送向き３６へ搬送される湾曲部３４
と、第１搬送向き３６における湾曲部３４の下流端から前方へ向かって直線状に延びる直
線部３５とを備える。直線部３５は本発明の第１搬送路に相当する。
【００２５】
　第２搬送路３２は、給紙カセット１５の上方に配置されたプラテン３８と給紙カセット
１５との間を通過し、第１搬送向き３６におけるプラテン３８の上流側の第１接続位置４
５と、下流側の第２接続位置４６とにおいて第１搬送路３１と接続している。第２搬送路
３２は本発明の第２搬送路に相当する。
【００２６】
　第１搬送ローラ対５０は、第１搬送向き３６における第１接続位置４５とプラテン３８
との間となる位置に配置されている。第１搬送ローラ対５０は、駆動部の第２駆動モータ
（不図示）により回転される第１回転軸５３に設けられた第１駆動ローラ５１と、ばねに
より第１駆動ローラ５１に押圧された第１従動ローラ５２と、を備える。第１駆動ローラ
５１は直線部３５の上側に配置されている。第１従動ローラ５２は直線部３５の下側に配
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置されている。
【００２７】
　第２搬送ローラ対５４は、第１搬送向き３６におけるプラテン３８と第２接続位置４６
との間となる位置に配置されている。第２搬送ローラ対５４は、駆動部の第２駆動モータ
により回転される第２回転軸５７に設けられた第２駆動ローラ５５と、ばねにより第２駆
動ローラ５５に押圧された第２従動ローラ５６と、を備える。第２駆動ローラ５５は直線
部３５の下側に配置されている。第２従動ローラ５６は直線部３５の上側に配置されてい
る。第２駆動ローラ５５は本発明の第１搬送ローラに相当する。
【００２８】
　スイッチバックローラ対５８は、第１搬送向き３６における第２接続位置４６より下流
側に配置されている。また、スイッチバックローラ対５８は、排紙受け１８の上方に配置
されている。スイッチバックローラ対５８は、駆動部の第２駆動モータにより回転される
第３回転軸６１に設けられた第３駆動ローラ５９と、ばねにより第３駆動ローラ５９に押
圧された第３従動ローラ６０と、を備える。第３駆動ローラ５９は直線部３５の下側に配
置されている。第３従動ローラ６０は直線部３５の上側に配置されている。第３駆動ロー
ラ５９は第２搬送ローラに相当する。第３回転軸６１は本発明の軸に相当する。
【００２９】
　給紙カセット１５から給送部２０により送り出されたシート１４は、第１搬送ローラ対
５０及び第２搬送ローラ対５４により第１搬送向き３６へ搬送される。シート１４は、プ
ラテン３８上において、後述される記録部４０により画像が記録される。記録部４０によ
り一面（表面）に画像が記録されたシート１４は、片面印刷の場合、スイッチバックロー
ラ対５８から排紙受け１８に排出される。両面印刷の場合、記録部４０により一面に画像
が記録されたシート１４は、第１搬送向き３６における上流端（後端）が第２接続位置４
６を越えるまでスイッチバックローラ対５８の一方の向きの回転により第１搬送向き３６
へ搬送された後、スイッチバックローラ対５８の他方の向きの回転により第２接続位置４
６から第２搬送路３２に進入する。シート１４は、スイッチバックローラ対５８により第
２搬送路３２を第２搬送向き３９へ搬送され、第１接続位置４５から第１搬送路３１に進
入し、表裏が反転されて第１搬送路３１を第１搬送向き３６へ搬送される。シート１４は
、記録部４０により裏面に画像が記録された後、スイッチバックローラ対５８から排紙受
け１８へ排出される。
【００３０】
　プラテン３８、第２回転軸５７及び第３回転軸６１は、上下方向７へ移動可能に図３に
示される左右一対のリンクプレート２６に支持されている。第１従動ローラ５２はプラテ
ン３８に支持されており、プラテン３８と共に移動される。
【００３１】
　第２回転軸５７に支持された第２駆動ローラ５５は、第２回転軸５７が下方へ移動され
ることにより、図２に実線で示された第３位置から図２に破線で示された第４位置へ移動
される。第３回転軸６１に支持された第３駆動ローラ５９は、第３回転軸６１が下方へ移
動されることにより、図２に実線で示された第５位置から図２に破線で示された第６位置
へ移動される。第３回転軸６１の移動量は、第２回転軸５７の移動量よりも大きく設定さ
れており、後述されるように、ユーザにより挿入されたトレイ８０は、スイッチバックロ
ーラ対５８には挟まれず、第２搬送ローラ対５４に挟まれて搬送される（図８（Ｃ））。
第３位置及び第４位置は本発明の第３位置及び第４位置に相当する。第５位置及び第６位
置は本発明の第５位置及び第６位置に相当する。
【００３２】
　図２に破線で示されるように、プラテン３８、第２駆動ローラ５５及び第３駆動ローラ
５９が下方へ移動されることにより第１搬送路３１の直線部３５が上下方向７に拡張され
、直線部３５においてトレイ８０が通過可能となる。
【００３３】
　プラテン３８、第２回転軸５７及び第３回転軸６１は、図３に示されるリンクプレート
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２６により上下方向７へ移動される。リンクプレート２６は、前後方向８に移動可能にフ
レーム２７とプラテン３８との間に設けられている。リンクプレート２６は、例えば、プ
ラテン３８と、第２回転軸５７を保持する第１ホルダと、第３回転軸６１を保持する第２
ホルダとを支持する３つの傾斜面を備える。傾斜面は、後方へ向かうにつれて下がるよう
に形成されている。リンクプレート２６が前方へ移動すると、プラテン３８、第２回転軸
５７及び第３回転軸６１が傾斜面を滑って下がる。リンクプレート２６が後方へ移動する
と、プラテン３８、第２回転軸５７及び第３回転軸６１が傾斜面を滑って上がる。リンク
プレート２６は、後述されるトレイガイド９０により前後方向８へ移動される。リンクプ
レート２６の前端部には、トレイガイド９０の第１軸９３（図６）と係合する不図示の係
合部が設けられている。図２に実線で示される第２位置にあるトレイガイド９０がユーザ
により前方へ引き出されて図２に破線で示される第１位置に移動されると、図３に示され
るリンクプレート２６が係合部においてトレイガイドに９０に引っ張られ、図３に示され
た位置から前方へ移動される。トレイガイド９０が第１位置から第２位置へ戻されると、
係合部においてリンクプレート２６はトレイガイド９０に後方へ向かって押され、図３に
示された位置へ戻される。リンクプレート２６は本発明の連動機構に相当する。
【００３４】
［記録部４０］
　図２に示されるように、記録部４０は、プラテン３８の上方に配置されたキャリッジ４
１と、キャリッジ４１に搭載された記録ヘッド４２と、を備える。キャリッジ４１は、不
図示のレール部材により左右方向９へ沿って移動可能に支持されている。キャリッジ４１
は、駆動部の第３駆動モータにより移動される。記録ヘッド４２は、電力が供給されるこ
とにより、プラテン３８上を通過するシート１４、及びトレイ８０に載置された記録メデ
ィア８４へ向けてインク滴を吐出する。記録部４０は本発明の記録部に相当する。
【００３５】
［給紙カセット１５］
　給紙カセット１５は、図４に示されるように、上部が開口する直方体状の外形を呈する
。給紙カセット１５の上部には排紙受け１８が設けられている。排紙受け１８の前後方向
８の長さは、給紙カセット１５の前後方向８の長さよりも短く、給紙カセット１５の前端
に寄せて配置されている。つまり、給紙カセット１５の後部は上方に開放されている。こ
の開放された空間から給送ローラ２３が進入する。排紙受け１８は、スイッチバックロー
ラ対５８（図２）から排出されたシート１４を上面１８Ａで支持する。上面１８Ａの後端
部からは、後述の可動フラップ１００を支持する左右一対の支持凸部２８が突出されてい
る。給紙カセット１５は本発明のシート収容カセットに相当する。
【００３６】
［可動フラップ１００］
　図６（Ｂ）に示されるように、可動フラップ１００は、スイッチバックローラ対５８の
第３回転軸６１に回動可能に支持される左右一対の回動アーム１０２を備える。また、図
２に示されるように、可動フラップ１００は、第２搬送路３２の下側ガイド面の一部を形
成するガイド面１０１を備える。図７に示されるように、可動フラップ１００は、回動さ
れることにより、第２搬送路３２の下側ガイド面を形成する第１姿勢（図７（Ａ））、第
３回転軸６１から下方へ向かって垂れ下がった第３姿勢（図７（Ｂ））、及び後述のトレ
イガイド９０の左右一対の支持端部９７の間に進入した第２姿勢（図７（Ｃ））に姿勢変
化する。可動フラップ１００が本発明のガイド部材に相当する。第１姿勢は本発明の第１
姿勢に相当する。第２姿勢は本発明の第２姿勢に相当する。
【００３７】
　図７（Ａ）、（Ｂ）に示されるように、第１姿勢にある可動フラップ１００は、排紙受
け１８に設けられた支持凸部２８に支持されている。給紙カセット１５がプリンタ部１１
から取り外されると、給紙カセット１５による支持を失った可動フラップ１００は、自重
により第１姿勢から第３姿勢に姿勢変化する。可動フラップ１００が第３姿勢に姿勢変化
することにより、第２接続位置４６の近傍において第１搬送路３１及び第２搬送路３２が
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露出される。
【００３８】
［トレイ８０］
　図５に示されるように、トレイ８０は、板状の樹脂成型品である。トレイ８０の上面８
１には、記録メディア８４が嵌め込まれる円形状の凹部８２が設けられている。凹部８２
の底面の中央部からは、記録メディア８４の中央部に形成された孔８５に挿通される円形
状の凸部８３が突出されている。記録メディア８４は、凹部８２に嵌め込まれ、図８（Ｃ
）に示されるようにトレイ８０と共に搬送装置３０により直線部３５を搬送される。
【００３９】
［トレイガイド９０］
　図６に示されるように、トレイガイド９０は、矩形板状のベースプレート９１と、ベー
スプレート９１の上面９２側に設けられた左右一対のサイドガイド９５とを備える。トレ
イガイド９０は、プリンタ部１１の開口１９から後方へ向かって挿入されるトレイ８０を
ベースプレート９１で支持し、左右一対のサイドガイド９５によりトレイ８０の斜行を防
止する。トレイガイド９０が本発明のトレイガイドに相当する。トレイガイド９０は本発
明のトレイガイドに相当する。ベースプレート９１は本発明のベースプレートに相当する
。上面９２は本発明の支持面に相当する。トレイ８０が挿入される向きである後向き４７
（図２）は本発明の第１向きに相当する。
【００４０】
　ベースプレート９１の左右の側端面の後部からは、左右一対の第１軸９３が突出されて
いる。ベースプレート９１の左右の側端面の前部からは、左右一対の第２軸９４が突出さ
れている。トレイガイド９０は、第１軸９３及び第２軸９４により左右一対のサイドフレ
ーム７０に姿勢変化可能に支持されている。サイドフレーム７０は、左右方向９から見て
矩形且つ板状の外形を呈している。サイドフレーム７０は、第１軸９３が挿通される第１
カム溝７１、及び第２軸９４が挿通される第２カム溝７２を備える。トレイガイド９０は
、ユーザにより前方へ向かって引き出されることにより、図６（Ａ）及び図２に実線で示
された第２位置から、図６（Ｂ）及び図２に破線で示された第１位置に移動される。第１
位置及び第２位置は本発明の第１位置及び第２位置に相当する。
【００４１】
　トレイガイド９０の上面９２は、図８（Ａ）に示されるように、第２位置において第１
搬送路３１の直線部３５の上側に位置し、図８（Ｂ）に示されるように、第１位置におい
て直線部３５の下側に位置している。図８（Ａ）に示されるように、第２位置はシート１
４が搬送される姿勢である。図８（Ｃ）に示されるように、第１位置はトレイ８０が搬送
される姿勢である。
【００４２】
　図６に示されるように、トレイガイド９０のベースプレート９１の後端の左右両端部か
らは、後方へ向かって延びる左右一対の支持端部９７が突出されている。支持端部９７は
、トレイ８０の左右方向９の幅Ｗ２（図５）よりも狭い離間距離Ｗ１で離間されている。
したがって、トレイ８０は一対の支持端部９７の間から脱落することがない。また、離間
距離Ｗ１は、図６（Ｂ）に示される可動フラップ１００の左右方向９の幅Ｗ３よりも広い
。つまり、左右一対の支持端部９７の間に可動フラップ１００が進入可能である。可動フ
ラップ１００は、トレイガイド９０が第１位置にある場合に一対の支持端部９７の間に進
入して第２姿勢となる。トレイガイド９０が第２位置にあって直線部３５の上側にある場
合は、当然ながら、支持端部９７はトレイガイド９０と当接することなく第２姿勢となる
ことができる。一対の支持端部９７が離間された左右方向９は本発明の第２方向に相当す
る。
【００４３】
　図８（Ｃ）に示されるように、支持端部９７は、第１位置において、開口１９（図１）
からユーザにより挿入されたトレイ８０がスイッチバックローラ対５８の第３駆動ローラ
５９と第３従動ローラ６０との間を通過して第２搬送ローラ対５４のニップ位置へ到達す
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るようにトレイ８０を案内する。一対の支持端部９７は、左右方向９へ離間されているか
ら、給紙カセット１５がプリンタ部１１から取り外されると、直線部３５の一部を下方へ
露出させる。
【００４４】
［動作］
　シート１４への画像記録の場合、図２に示される給送ローラ２３により給紙カセット１
５に収容されたシート１４が第１搬送路３１へ送り出される。送り出されたシート１４は
、第１搬送ローラ対５０及び第２搬送ローラ対５４により第１搬送向き３６へ搬送される
。シート１４は、プラテン３８上において記録部４０により１行の印刷が行われた後、所
定の移動量で搬送される改行が行われる。１行の印刷と改行とが交互に繰り返されてシー
ト１４に画像が記録される。
【００４５】
　画像が記録されたシート１４は、片面印刷の場合、スイッチバックローラ対５８から排
出される。両面印刷の場合、記録部４０により一面に画像が記録されたシート１４は、ス
イッチバックローラ対５８により第２搬送路３２に送られ、第１接続位置４５から第１搬
送路３１に進入し、表裏が反転されて第１搬送路３１を第１搬送向き３６へ搬送される。
シート１４は、記録部４０により裏面に画像が記録された後、スイッチバックローラ対５
８から排紙受け１８へ排出される。
【００４６】
　記録メディア８４への画像記録の場合、図８（Ａ）の第２位置にあるトレイガイド９０
がユーザにより前方へ引き出されて図８（Ｂ）の第１位置に姿勢変化される。図８（Ｃ）
に示されるように、プリンタ部１１の開口１９（図１）から後方へ向かって挿入されたト
レイ８０は、第１位置にあるトレイガイド９０のベースプレート９１に支持され、且つサ
イドガイド９５（図６）により斜行が防止される。また、トレイ８０は、左右一対の支持
端部９７により案内されてスイッチバックローラ対５８の第３駆動ローラ５９と第３従動
ローラ６０との間を通過して第２搬送ローラ対５４のニップ位置へ到達する。第２搬送ロ
ーラ対５４に到達したトレイ８０は、第２搬送ローラ対５４により第１搬送ローラ対５０
へ向かって搬送され、第１搬送ローラ対５０及び第２搬送ローラ対５４によりプラテン３
８上を搬送される。記録メディア８４（図５）は、記録部４０の下方を通過する際に記録
部４０により画像が記録される。記録メディア８４に画像が記録された後、トレイ８０は
、第２搬送ローラ対５４により前方へ向かって搬送されてトレイガイド９０上に戻される
。
【００４７】
　直線部３５や第２搬送路３２においてシート１４が詰まったときは、ユーザによりトレ
イガイド９０が図８（Ａ）の第２位置から図８（Ｂ）の第１位置に姿勢変化される。つま
り、直線部３５を上下方向７に拡張してシート１４を除去し易くする。図７（Ａ）、（Ｂ
）に示されるように、ユーザは、給紙カセット１５をプリンタ部１１から取り外す。給紙
カセット１５がプリンタ部１１から取り外されると、給紙カセット１５により支持されて
第１姿勢にあった可動フラップ１００が自重により回動して第３姿勢に姿勢変化する。ユ
ーザは、図７（Ｃ）に示されるように、第３姿勢にある可動フラップ１００を第２姿勢に
して手を入れる経路を確保し、露出された第１搬送路３１の直線部３５及び第２搬送路３
２に手を入れ、詰まったシート１４を取り除く。
【００４８】
　シート１４がスイッチバックローラ対５８で詰まった場合は、ユーザは、給紙カセット
１５をプリンタ部１１から取り外し、可動フラップ１００を図７（Ｂ）の第３姿勢にし、
一対の支持端部９７の間から直線部３５に手を入れ、詰まったシート１４を取り除く。
【００４９】
　トレイ８０が直線部３５で詰まった場合は、給紙カセット１５をプリンタ部１１から取
り外し、シート１４の場合と同様にしてスイッチバックローラ対５８の前後において直線
部３５を露出させ、詰まったトレイ８０を前方へ移動させて取り除く。
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【００５０】
［実施形態１の効果］
　本実施形態では、トレイガイド９０に左右一対の支持端部９７が設けられたことにより
、ユーザにより挿入されたトレイ８０をスイッチバックローラ対５８の第３駆動ローラ５
９と第３従動ローラ６０との間を通過させて第２搬送ローラ対５４のニップ位置に到達す
るように案内でき、且つ、スイッチバックローラ対５８の前方において直線部３５を露出
させることができる。その結果、トレイ８０を案内でき、且つ詰まったシート１４やトレ
イ８０を取り除きやすい画像記録装置１０が実現される。
【００５１】
　また、本実施形態では、可動フラップ１００が設けられることにより、スイッチバック
ローラ対５８の後方において直線部３５及び第２搬送路３２を露出させることができる。
また、本実施形態では、可動フラップ１００を左右一対の支持端部９７の間に進入させる
ことにより、ユーザが手を入れる経路から可動フラップ１００を退避させることができる
。その結果、詰まったシート１４やトレイ８０を更に取り除き易くなる。
【００５２】
　また、本実施形態では、給紙カセット１５により第１姿勢にある可動フラップ１００を
支持するから、給紙カセット１５がプリンタ部１１から取り外されることで可動フラップ
１００が第１姿勢から第３姿勢に自動的に姿勢変化する。つまり、給紙カセット１５をプ
リンタ部１１から取り外すだけで直線部３５及び第２搬送路３２を露出させることができ
、使い勝手が良い。
【００５３】
［実施形態２］
　実施形態２では、両面印刷機能を有さず、スイッチバックローラ対５８、第２搬送路３
２及び可動フラップ１００が設けられていない構成の画像記録装置１０が説明される。本
実施形態では、図９に示されるように、トレイガイド９０は、第２搬送ローラ対５４より
第１搬送向き３６の下流側であって、第２搬送ローラ対５４の近くに配置されている。ト
レイガイド９０は、実施形態１と同様に、図９に実線で示される第１位置及び図９に破線
で示される第２位置に姿勢変化可能にサイドフレーム７０（図６）に支持されている。一
対の支持端部９７は、第１位置においてトレイ８０を第２搬送ローラ対５４のニップ位置
へ案内するように設けられている。図１０（Ａ）に示されるように、第２位置は、シート
１４が搬送される姿勢である。図１０（Ｃ）に示されるように、第１位置は、トレイ８０
が搬送される姿勢である。
【００５４】
［動作］
　図１０（Ａ）に示されるように、画像が記録されたシート１４は第２搬送ローラ対５４
から排紙受け１８（図９）に排出される。記録メディア８４（図５）に画像が記録される
場合は、ユーザによりトレイガイド９０が引き出され、図１０（Ｂ）に示される第１位置
にトレイガイドが移動される。図１０（Ｃ）に示されるように、開口１９（図１）から挿
入されたトレイ８０は、トレイガイド９０の一対の支持端部９７により第２搬送ローラ対
５４のニップ位置へ案内される。トレイ８０は、第２搬送ローラ対５４により第１搬送ロ
ーラ対５０（図９）へ搬送され、第１搬送ローラ対５０及び第２搬送ローラ対５４に搬送
される。記録メディア８４は、記録部４０（図９）の下方を通過する際に記録部４０によ
りインク滴が吐出され、画像が記録される。記録メディア８４に画像が記録されると、ト
レイ８０は、第２搬送ローラ対５４により前方へ搬送されてトレイガイド９０上に戻され
る。
【００５５】
　直線部３５においてシート１４が詰まったときは、ユーザによりトレイガイド９０が第
２位置から第１位置に姿勢変化される。つまり、直線部３５を上下方向７に拡張してシー
ト１４を除去し易くする。ユーザは、給紙カセット１５をプリンタ部１１から取り外し、
開口１９（図１）を介してトレイガイド９０の一対の支持端部９７間に手を入れ、詰まっ
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の場合と同様に、給紙カセット１５をプリンタ部１１から取り外し、開口１９を介して一
対の支持端部９７間に手を入れ、詰まったトレイ８０を前方へ移動させて除去する。
【００５６】
［実施形態２の効果］
　本実施形態では、トレイガイド９０に左右一対の支持端部９７が設けられたことにより
、ユーザにより挿入されたトレイ８０を第２搬送ローラ対５４のニップ位置へ案内でき、
且つ、第２搬送ローラ対５４の前方において直線部３５を露出させることができる。その
結果、トレイ８０を案内でき、且つ詰まったシート１４やトレイ８０を取り除きやすい画
像記録装置１０が実現される。
【００５７】
［変形例］
　実施形態１では、スイッチバックローラ対５８に可動フラップ１００が回動可能に支持
された例が説明されたが、可動フラップ１００は、他の部材に回動可能に支持されてもよ
い。
【００５８】
　また、実施形態１では、第１姿勢にある可動フラップ１００が給紙カセット１５に支持
される構成が説明されたが、例えば、第１姿勢にある可動フラップ１００を係止する係止
部材がプリンタ部１１に設けられてもよい。ユーザは、給紙カセット１５をプリンタ部１
１から取り外した後、係止部材による可動フラップ１００の係止を解除して、可動フラッ
プ１００を姿勢変化させる。
【００５９】
　また、実施形態１、２では、トレイガイド９０が移動可能に設けられた例が説明された
が、トレイガイド９０がトレイを案内する第１位置に固定された構成を採用することもで
きる。この構成では、トレイガイド９０は、スイッチバックローラ対５８（実施形態１の
場合）又は第２搬送ローラ対５４（実施形態２の場合）から離間されて配置されており、
第１搬送路３１を搬送された画像記録後のシート１４は、トレイガイド９０と、スイッチ
バックローラ対５８又は第２搬送ローラ対５４との間の隙間から排紙受け１８に排出され
る。この構成においても、実施形態１や２と同様に、直線部３５や第２搬送路３２を露出
されて詰まったシート１４やトレイ８０を容易に除去することができる。
【符号の説明】
【００６０】
　９・・・左右方向（第２方向）
１０・・・画像記録装置
１４・・・シート
１５・・・給紙カセット（シート収容カセット）
３１・・・第１搬送路
３２・・・第２搬送路
４０・・・記録部
５５・・・第２駆動ローラ（第１搬送ローラ）
５９・・・第３駆動ローラ（第２搬送ローラ）
８０・・・トレイ
８４・・・記録メディア（被記録媒体）
９０・・・トレイガイド
９１・・・ベースプレート
９２・・・上面（支持面）
９７・・・一対の支持端部
１００・・可動フラップ（ガイド部材）
１０１・・ガイド面（下側ガイド面）
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